拝啓　○○の候、いよいよご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
このたびは、ご両家におかれましてめでたくご婚約相整いまして、

ふつつかな私どもがお仲人の大役を仰せつかりましたことは、誠に光栄の
至りに存じております。

また、ご婚約の儀に当り、心温まるご饗応に預かりあわせて過分のご厚情

有難く拝受いたしました。

つきましては、晴れて門出を待たれますお二人に何かのお役に立てていただき

ますればと存じ、心ばかりのお祝いの品をお送りさせていただきました。

何卒微意お納め賜りますようお願い申し上げます。

まずは取り急ぎ御礼かたがたお祝い申し上げます。

末筆ながらご令室様、ご当人様にくれぐれもよろしくご鳳声のほど

お願い申し上げます。
敬具
　　平成○年○月○日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○株式会社

代表取締役社長　△△　□□
○○○株式会社
　　専務取締役　○　○　○　○　様

